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図２ 荒木望遠鏡 図３ 接眼部

 
観望会では、その日に見た天体のスタンプを押す天体スタンプラリーなども実施し、

地域に親しまれる天文台として好評を得ている。平成 （ ）年度から一般公開

を実施し、平成 （ ）年度までの７年間で、 名を超える方々にご来場い

ただき、地域に根ざした天文台として、認知されるようになってきた（資料１・２参

照）。来館者アンケートの結果では、大学という場所柄を反映して、天文学の基礎知

識や神山天文台で行われている研究について聞きたいという声が多く、天体観望会に

おいてもスタッフの専門分野の話題やサイエンスの紹介、観測装置を開発した学生の

話なども取り入れ、神山天文台の研究活動等も紹介するなどして、参加者が興味の持

つ話題やニーズなども取り上げながら、満足度の高い公開事業を行ってきた。

また平日～土曜日の昼間には神山天文台を広く開放し、荒木望遠鏡や神山天文台が

誇る各種研究機器等を自由に見学いただけるようになっている。平成 ・ 年度に

はその他にも著名な星景写真家の協力により、館内にて星景写真展（図４参照）を開

催し、来場者から多数の好評を得ている。

図４ 星景写真展の様子

  

 

太陽面通過等についてイベントを実施している。その中で、このような天文現象に関

心を示す生徒たちの数が、以前にも増して多くなっていることを実感している。その

ような生徒たちにも、自らが宇宙や天体について探究的に学ぶことのできる天文体験

学習講座を実施してきた。

昼間は 映像を取り入れた講義と施設見学、夜間は 映像にて 分の星空解説、

その後 ～ 分の天体観望と合わせて ～ 分間のプログラムを提供している。

天文体験学習講座は年間では ～ 校ほどの参加ではあるが、近隣の学校への出

前授業等も実施するなど、地域の教育機関との連携強化も視野に入れ、また、京都と

いう土地柄を活かして修学旅行生の受入れも積極的に行うなど、開かれた天文台を目

指している。

５．他機関との連携事業

平成 （ ）年度、平成 （ ）年度と２年連続で、日本学術振興会のひら

めき☆ときめきサイエンス、サイエンス・パートナーシップ・プロジェクトに採択さ

れ、補助金を受けてスペクトル観測体験学習講座を実施した。受講生は近畿地区のみ

ならず、遠方からの参加もあり、受講生は小学生、中学生を中心に普段の学校の授業

では、体験できないようなことも学ぶことができ、子どもたちにとっては大学の先生

に教わるという機会も持つことができる非常に興味深い内容のものとなった。

また、平成 （ ）年度には、京都市青少年科学センターと連携し、「未来のサ

イエンティスト養成講座」（平成 年８月実施）、プラネタリウム共同番組「星の虹

から宇宙を探る」の共同制作（投影期間：平成 年１月～３月実施）などを行った

結果、約 名の方々の参加があり、神山天文台をアピールすることができた。

平成 （ ）年度からは、東京大学大学院理学系研究科と研究協力に関する協

定を締結し、近赤外線高分散分光器の世界最高性能を実現するための研究開発に取り

組んでいる。

また、平成 （ ）年度からは、インドネシアのバンドン工科大学と協定を結

び、新星爆発の観測研究に取り組んでいる。平成 年 月には研究成果が学術論文

雑誌に掲載された。

 
６ 一般の方への普及教育活動 
（１） 施設見学と天体観望会

土曜日には、神山天文台研究員と学生補助員が協力して無料の一般公開を行ってい

る。夜間に口径 の荒木望遠鏡（図２・図３参照）での天体観望会、悪天候時は

映像を用いたライブ解説を行っている。昼間はシニア、夜間は小学生のファミリ

ーが多く、好天時には 名を超える方々が天体観望会に訪れる。  
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（２）天文学講座

天文学講座は、普段の天体観望会よりも天文学の深い話題に触れていただけるよう

な内容（天文学全般の入門に、太陽観察や光の実験、装置開発の現場見学を交えた内

容のもの）を、土曜日の午後の時間帯で年間４回程度実施している（図５・資料３参

照）。天体観望会とリンクさせ、昼間の講座で解説した種類の天体を夜間の観望会で

も観察することができる。

和歌山、奈良、兵庫、大阪からも常連の方々が約 名～ 名参加され、講座終了

後には、質問などが途絶えることなく、長いときには１時間に及ぶことがあり、受講

生の熱心さが伺える。中には生物や化学、物理が専門の高校教員の方々も、「学校で

天文分野を教える必要に迫られたので勉強したい。」ということで受講され、地学を

専門としない高校教員のための天文学講座についても今後の需要が見込まれ、地域の

理科教育の一端を担う神山天文台の役割は大きい。また、天文学講座のうち、季節ご

とに年２回程度の特別講座を実施している。ここでは、学内外の研究者を講師とした天

文学における最前線についての講演会などを開催している。地域の方々と研究者との交

流の場を目指し、講座終了後に「アストロノミー・カフェ」を開設（図６参照）し、お

茶を飲みながら気軽に講師に質問できる場を提供するなど、地域の方々に親しまれる天

文台として、本学のイメージアップにも繋げてきた。

 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 天文学講座の様子 図６ アストロノミー・カフェの様子

（３）神山天文台マスコットキャラクター「ほしみ～るちゃん®」

子供から大人までより多くの方々に神山天文台に親しんでいただくために、マスコ

ットキャラクター「ほしみ～るちゃん®」が平成 （ ）年に誕生した（図７参照）。

これは、観望会における解説補助等を務める学生が考案した原案を本学理学部卒業の

職員が学生時代に当天文台の観測・測定装置開発で培った技術で 化したもので、

学生及び教職員から名前を公募のうえ決定、商標登録したものである。 
神山天文台における各種ポスターや案内チラシへの掲載や、天体観望会で実施して 

いるスタンプラリーの景品等のほか、社会貢献活動において広く活用されている。 
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図９ サタデージャンボリーの様子

・神山祭（学園祭）

本学学園祭でも、来場する地域・一般の方を対象とし、神山天文台を会場に、平成

（ ）年度は「星を探して君の瞳に 」と題し、荒木望遠鏡の紹介

や太陽望遠鏡による太陽観望会などを実施した。

・その他

上記以外にも、地域の図書館での子供向けの天文教室の実施や、天文同好会との合

同イベントなど、日々自主的に神山天文台で活動を続けている。

このように、補助員やサポートチームの一員としての活動による経験を通し、学生た

ちのコミュニケーション能力や科学に関する知識をより高めることで、本学における人

材育成の一端を担っている（資料５参照）。

８ 神山天文台サポートチーム

神山天文台サポートチームは平成 （ ）年度に神山天文台ボランティアチーム

として、神山天文台をより活性化することを目指し、有志の学生によって結成された学

生チームである。文系理系を問わず、神山天文台や天文学に興味があれば参加をするこ

とができ、平成 （ ）年３月現在で約 名の学生が在籍し活動をしている。

チームの学生たちは、神山天文台研究員や教員の指導のもと、自分たちで下記のよう

なイベントを企画し、広く地域の方々に神山天文台の魅力発信に努めている。 
・天体観望会

土曜日に行っている天体観望会開催時に、神山天文台前に小型望遠鏡を設置し、  
来場者の方に時節に応じた様々な天体を解説付きで楽しんでいただいている。 

 
・天体観望会（学内向け） 

上記とは異なり、大学関係者（教職員・学生）を対象として年に数回実施している。 
荒木望遠鏡・小型望遠鏡による天体観望や、 を用いた 映像上映会など

を体験していただいている（図８参照）。

図８ 学内観望会の様子

・サタデージャンボリー

サタデージャンボリーとは、大学が実施している地域の子供たち向けの大規模イベ

ントである。当イベントにおいて神山天文台を会場に、平成 （ ）年度は「太

陽系ってナンダ？？～地球はグルグルまわっている！～」と題し、荒木望遠鏡の紹

介や 映像上映会、惑星の並び替えクイズなどを通して、宇宙・天文、ひいては

神山天文台への興味の涵養につなげている（図９参照）。
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